
研修会のご案内 
主催：合同会社 臨床運動障害研究会 

 

PT・OT も知ってほしい嚥下の基礎知識と評価 

～多職種連携も含めて訪問で困ったことないですか～ 

            

 

 

 

 

【講師】  

志藤良子先生（言語聴覚士：茶山のさと、京滋摂食嚥下を考える会世話人、京都府言語聴覚士会理事） 

山下和典（作業療法士：RUSK 副代表、京滋摂食嚥下を考える会世話人、NPO 認知症排泄支援の会理事） 

 

【内容】 

PT・OT が摂食嚥下の評価を実施することは、とても重要になります。在宅訪問での指導や訪問リハな

どで摂食嚥下の評価や多職種の連携で困ったことはないでしょうか？ 

今回は、まず、基本的な嚥下のことや評価を学んでいただきます。しかし、多職種との連携がとれないと

うまく患者さんや利用者さんのことを伝えきれないですよね。専門的な知識を学び、それを生かすためのコ

ミュニケーションの方法や連携をすすめるコツをつんでいただければと思います。 

「学び・それをいかす」こと施設だけでなく在宅でも。 

この研修会でいろいろなヒントが得られると思います。あたり前のことをあたり前にできるように。 

 

【開催日】2017 年 12 月 2 日 13 時～17時 

 

【参加費】5000 

 

【定 員】40 名  

 

【場 所】大阪府：明治東洋医学院専門学校 http://www.meiji-s.ac.jp/access/ 

 

【申し込み】合同会社臨床運動障害研究会ホームページよりお申し込みください 

http://rinshoundoshogai.sakura.ne.jp/wp/ 


